
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数 共用の仮結束ハーネスを設け、 仮結束ハーネスの電線の

圧接ジョイントコネクタを用いたワイヤハーネス。
【請求項２】
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の電線を結束している 該 うち
少なくとも第１の電線～第３の電線からなる３本の電線を圧接ジョイントコネクタ内に平
行に挿通させており、
上記圧接ジョイントコネクタ内には、電線軸線方向に間隔をあけて第１圧接端子と第２圧
接端子が対向配置されていると共に第１、第２の各圧接端子は電線軸線方向と直交方向に
複数の刃部を備え、
上記圧接ジョイントコネクタ内に挿通された上記電線は上記圧接端子の圧接刃部で圧接接
続され、
これら電線のうち上記第１の電線は上記対向配置された第１圧接端子と第２圧接端子の間
で切断されて分割され、該分割された第１電線の一方の端末は上記第１圧接端子を介して
上記第２の電線に中間スプライスされると共に、上記分割された第１電線の端末の他方は
上記第２圧接端子を介して第３の電線に中間スプライスされて、分岐回路が構成されてい
る

複数の電線をそれぞれ結束している第１仮結束ハーネス、第２仮結束ハーネスを設け、こ
れら仮結束ハーネスの電線のうち所要の電線を圧接ジョイントコネクタ内に平行に挿通さ
せており、
上記圧接ジョイントコネクタ内には、電線軸線方向に間隔をあけて第１圧接端子と第２圧



圧接ジョイントコネ
クタを用いたワイヤハーネス。
【請求項３】
上記第１仮結束ハーネスは標準回路の仮結束ハーネスであり、第２仮結束ハーネスはオプ
ション・システムの仮結束ハーネスである請求項２に記載の圧接ジョイントコネクタを用
いたワイヤハーネス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は圧接ジョイントコネクタを用いたワイヤハーネスに関し、特に、仮結束ハーネス
（サブアッセイハーネス）をシステム別に生産して、共用化を図ると共に、必要な仮結束
ハーネスを集めて本結束する時、所要の電線同士の接続を、スプライスによらずに、圧接
ジョイントコネクタを用いて自動的に行えるようにするものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来よりワイヤハーネスの製造工程の効率化および自動化を図るために種々の試みがなさ
れており、その１つの試みとして、システム別に仮結束ハーネスを予め製造しておき、必
要な仮結束ハーネスを集めて、所要の回路を接続する方法が提供されている。その際、最
も問題となるのは回路の接続であり、該接続方法としては、下記の２つの方法が用いられ
ている。
【０００３】
第１の方法はスプライス接続で電線の接続している。例えば、図９に示すように、標準回
路システムの仮結束ハーネスＡと、オプション回路システムの仮結束ハーネスＢとにおい
て、仮結束ハーネスＡの回路ｗ１にスプライス回路ｗ２の一端を中間スプライスして接続
し、このスプライス回路ｗ２の他端に取り付けた端子Ｔ１を仮結束ハーネスＢのコネクタ
Ｃ１に接続し、同様に、仮結束ハーネスＡの回路ｗ３にスプライス回路ｗ４の一端を中間
スプライスし、該スプライス回路ｗ４の他端に取り付けた端子Ｔ２を仮結束ハーネスＢの
コネクタＣ２に接続している。このように仮結束ハーネスＡと仮結束ハーネスＢとを接続
して専用ハーネスを製造している。
【０００４】
第２の方法は仮結束ハーネスにジョイントコネクタを接続して共用サブアッセイハーネス
としておき、該ジョイントコネクタに別の専用サブアッセイした仮結束ハーネスの電線端
末に取り付けた端子を後入れして接続するものである。すなわち、図１０に示すように、
標準回路システムの仮結束ハーネスＡの回路ｗ１とｗ３の各中間部をジョイントコネクタ
ＪＣ内の圧接端子Ｔ３、Ｔ４に夫々に接続しておき、仮結束ハーネスＢのコネクタＣ１に
一端を接続したを回路ｗ２の他端に取り付けた端子Ｔ１’をジョイントコネクタＪＣに後
入れして、上記端子Ｔ３と接続し、同様に仮結束ハーネスＢのコネクタＣ２に一端を接続
した回路ｗ４の他端に取り付けた端子Ｔ２’をジョイントコネクタＪＣに後入れして、上
記端子Ｔ４に接続している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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接端子とが対向配置されていると共に、上記第１圧接端子および第２圧接端子は電線軸線
方向と直交方向に複数の刃部を備え、
上記圧接ジョイントコネクタ内に挿通された第１仮結束ハーネスの第１電線と第２仮結束
ハーネスの第１電線とが上記第１圧接端子で接続されると共に、第２仮結束ハーネスの第
１電線と第１仮結束ハーネスの第２電線とが上記第２圧接端子で圧接され、第１圧接端子
と第２圧接端子の各圧接刃部と圧接した上記第２仮結束ハーネスの第１電線の圧接部の間
が切断されて分割され、該分割された電線端末の一方は上記第１圧接端子を介して第１仮
結束ハーネスの上記第１電線に中間スプライスされると共に、上記分割された電線端末の
他方は上記第２圧接端子を介して第１仮結束ハーネスの上記第２電線に中間スプライスさ
れて、第１と第２の仮結束ハーネスの間に分岐回路が構成されている



上記第１のスプライス接続する方法では、標準システムの仮結束ハーネスＡにスプライス
回路ｗ２、ｗ４を予め接続しておく必要があるために、回路ｗ１、ｗ３は標準スタンダー
ド線（単線）からスプライス線になり専用線材になる。また、組立布線時に仮結束ハーネ
スＡのスプライス回路ｗ２、ｗ４を仮結束ハーネスＢのコネクタに後入れする必要がある
。このように、第１の方法ではスプライス工程が必要となると共に、専用線材が増加し、
かつ、大きな専用サブアッセイハーネスとなってしまう問題がある。また、端子をコネク
タに後入れするため、端子に変形が生じた場合に問題があり、かつ、手数がかかる欠点が
ある。
【０００６】
第２の方法では、標準回路用の仮結束ハーネスにジョイントコネクタを接続しておくこと
により、共用サブアッセイハーネスとして共用化を図ることができるが、共用サブアッセ
イハーネスが大型化し、かつ、専用サブアッセイを接続するときに、上記第１の方法と同
様に端子を後入れするため、端子に変形が生じた場合に問題があり、かつ、手数がかかる
欠点がある。
【０００７】
このように従来の第１の方法では、スプライス工程および端子の後入れ工程があるため、
ハーネスの自動組立が困難であり、同様に、第２の方法でも端子の後入れ工程があったた
めワイヤハーネスの自動組立が困難となっている。
【０００８】
本発明は上記した従来の問題に鑑みてなされたもので、システム別に仮結束ハーネスを生
産しておき、必要な仮結束ハーネスを集めて所要の回路を自動接続し、ハーネスの自動組
立を可能とする圧接ジョイントコネクタを用いたワイヤハーネスを提供することを目的と
している。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明は、複数 共用の仮結束ハーネスを
設け、 仮結束ハーネスの電線の

圧接ジョイントコネクタを用いたワイヤハーネスを提供している。
【００１０】

２カ所の圧接部位の間の電線を切断する切断刃をコ
ネクタ内部に設けている。なお、切断刃はコネクタ内部に設けずに、電線を圧接端子に圧
接させる圧接装置に取り付けておき、圧接作業と同時に切断を行うようにしてもよい。
【００１１】
また、本発明は、
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の電線を結束している
該 うち少なくとも第１の電線～第３の電線からなる３本の

電線を圧接ジョイントコネクタ内に平行に挿通させており、
上記圧接ジョイントコネクタ内には、電線軸線方向に間隔をあけて第１圧接端子と第２圧
接端子が対向配置されていると共に第１、第２の各圧接端子は電線軸線方向と直交方向に
複数の刃部を備え、
上記圧接ジョイントコネクタ内に挿通された上記電線は上記圧接端子の圧接刃部で圧接接
続され、
これら電線のうち上記第１の電線は上記対向配置された第１圧接端子と第２圧接端子の間
で切断されて分割され、該分割された第１電線の一方の端末は上記第１圧接端子を介して
上記第２の電線に中間スプライスされると共に、上記分割された第１電線の端末の他方は
上記第２圧接端子を介して第３の電線に中間スプライスされて、分岐回路が構成されてい
る

上記圧接ジョイントコネクタ内には、

複数の電線をそれぞれ結束している第１仮結束ハーネス、第２仮結束ハ
ーネスを設け、これら仮結束ハーネスの電線のうち所要の電線を圧接ジョイントコネクタ
内に平行に挿通させており、
上記圧接ジョイントコネクタ内には、電線軸線方向に間隔をあけて第１圧接端子と第２圧
接端子とが対向配置されていると共に、上記第１圧接端子および第２圧接端子は電線軸線
方向と直交方向に複数の刃部を備え、
上記圧接ジョイントコネクタ内に挿通された第１仮結束ハーネスの第１電線と第２仮結束



圧接ジョイントコネ
クタを用いたワイヤハーネスを提供している。
【００１２】
上記第１仮結束ハーネスは標準回路の仮結束ハーネスとし、電線を切断して第１仮結束ハ
ーネスのことなる電線と圧接接続する第２仮結束ハーネスはオプション・システムの仮結
束ハーネスとすることが好ましい。（請求項３）
【００１３】
上記のように圧接ジョイントコネクタを用いることにより、仮結束ハーネスにはスプライ
ス回路あるいはジョイントコネクタを予め設けておく必要がなく、よって、各仮結束ハー
ネスを共用化することができる。また、必要な仮結束ハーネスを集めて圧接ジョイントコ
ネクタで圧接接続するだけで、所要の回路を接続および切断でき、圧接ジョイントコネク
タの圧接接続でハーネスの組立を自動化することができる。さらに、従来必要とされた作
業員の手作業による端子の後入れ工程がなくなり、端子の変形および端子の半嵌合等の問
題は発生しない。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
図１乃至図４は本発明に用いる圧接ジョイントコネクタを示し、コネクタハウジング１は
上面開口で、左右両壁１ａ、１ｂに夫々３個の電線挿通用開口２（２ａ、２ｂ、２ｃ）、
３（３ａ、３ｂ、３ｃ）を対向して形成している。該構成として、コネクタハウジング１
には、上方より３本の 線ｗ１１、 電線ｗ１０、 電線ｗ１２を上記各
開口２、３に通して平行に挿入できるようにしている。
【００１５】
コネクタハウジング１の内部には、第１圧接端子１０と第２圧接端子１１とを予め収容し
ている。これら第１圧接端子１０と第２圧接端子１１とは図２に示すように、それぞれ凹
形状で、左右一対の垂直部１０ａと１０ｂ、１１ａと１１ｂとを下端水平部１０ｃ、１１
ｃで連結している。第１圧接端子１０では、一対の垂直部１０ａと１０ｂには上端よりＵ
字形状にそれぞれ切り込んだ２個の圧接刃部１０ｄと１０ｅ、１０ｆと１０ｇとを対向し
て設けている。対向する圧接刃部１０ｄと１０ｆは第１圧接刃部であり、１０ｅと１０ｇ
は第２圧接刃部である。第２圧接端子１１も同様の構成とし、一対の垂直部１１ａと１１
ｂとに第１圧接刃部１１ｄと１１ｅ、第２圧接刃部１１ｆと１１ｇとを設けている。
【００１６】
上記第１圧接端子１０は、図３（Ａ）（Ｂ）に示すように、コネクタハウジング１の内部
の左側部に、第２圧接端子１１は右側部に、ぞれぞれ水平部１０ｃ、１１ｃを底壁１ｃに
位置決め保持して取り付けている。また、第１圧接端子１０の第１圧接刃部１０ｄ、１０
ｆ、第２圧接端子１１の第１圧接刃部１１ｄ、１１ｆとを、コネクタハウジング１の左右
側壁１ａ、１ｂの電線挿通用開口のうち中央の開口２ａ、３ａと同一のライン（Ｌ１）に
沿って位置させている。一方、第１圧接端子１０の第２圧接刃部１０ｅ、１０ｇは第２圧
接端子１１が位置しないと共に、電線挿通用開口のうち図中前側の開口２ｂ、３ｂと同一
ライン（Ｌ２）に沿って位置させている。同様に、第２圧接端子１１の第２圧接刃部１１
ｅ、１１ｇは第１圧接端子１０が位置しないと共に電線挿通用開口のうち図中後側の開口
２ｃ、３ｃと同一ライン（Ｌ３）に沿って位置させている。
上記ライン（Ｌ１）に沿って配置する第１圧接端子１０の第１圧接刃部１０ｆと第２圧接
端子１１の第１圧接刃部１１ｄとは電線挿通方向Ｘに沿って、一定の隙間Ｓをあけて対向
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ハーネスの第１電線とが上記第１圧接端子で接続されると共に、第２仮結束ハーネスの第
１電線と第１仮結束ハーネスの第２電線とが上記第２圧接端子で圧接され、第１圧接端子
と第２圧接端子の各圧接刃部と圧接した上記第２仮結束ハーネスの第１電線の圧接部の間
が切断されて分割され、該分割された電線端末の一方は上記第１圧接端子を介して第１仮
結束ハーネスの上記第１電線に中間スプライスされると共に、上記分割された電線端末の
他方は上記第２圧接端子を介して第１仮結束ハーネスの上記第２電線に中間スプライスさ
れて、第１と第２の仮結束ハーネスの間に分岐回路が構成されている

第１の電 第２の 第３の



配置している。
【００１７】
上記コネクタハウジング１は、電線ｗ１０、ｗ１１、ｗ１２を挿入して圧接接続した後に
、上面よりかぶせて開口を閉鎖した状態にロック固定するコネクタカバー１７を備えてい
る。該コネクタカバー１７には、上記隙間Ｓに位置するように、上壁１７ａの内面中央よ
り切断刃１８を下向きに突設し、該カバー１７をコネクタハウジング１にかぶせる時に、
ラインＬ１に沿って挿通される中央の電線ｗ１１が、同時に切断できるようにしている。
【００１８】
上記切断刃１８は、山形に突出した刃先１８ａを備え、上記カバー上壁１７ａの内面より
突設した取付枠部１７ｂの内部に、上記刃先１８ａと反対側端部より圧入して取り付けて
いる。上記取付枠部１７ｂは、図３（Ｂ）に示すように、その突出端部より切断刃１８の
刃先１８ａの部分が露出する長さで形成し、露出させた刃先１８ａで電線ｗ１１を切断し
て該電線ｗ１１の下端部を通過した後に、該電線ｗ１１の芯線が該取付枠部１７ｂの両側
面に接触するようにして確実に絶縁できるようにしている。この切断刃１８による電線ｗ
１１の切断で、電線ｗ１１は第１圧接端子１０に圧接された分割部分ｗ１１－１と、第２
圧接端子１１に圧接された分割部分ｗ１１－２とに分かれるようにしている。
【００１９】
上記圧接ジョイントコネクタを用いた電線の接続構造を説明すると、図１に示すように、
電線ｗ１０とｗ１２とに中間接続される２個の回路を形成する場合、他の１本の電線ｗ１
１を中央に位置させて、電線ｗ１０、ｗ１１との３本の電線を圧接ジョイントコネクタの
開口２、３に挿入して平行に配線する。これら３本の電線のうち、電線ｗ１０は第１圧接
端子１０の第２圧接刃部１０ｅ、１０ｇと圧接接続され、中央の電線ｗ１１は第１圧接端
子１０および第２圧接端子１１の第１圧接刃部１０ｄ、１０ｆ、１１ｄ、１１ｆと圧接接
続され、電線ｗ１２は第２圧接端子１１の第２圧接刃部１１ｅ、１１ｇと圧接接続される
。
【００２０】
次に、コネクタハウジング１にコネクタカバー１７をかぶせる。これにより、カバー１７
に取り付けた切断刃１８の刃先１８ａが中央の電線ｗ１１に当接する。この状態より、コ
ネクタハウジング１に対してコネクタカバー１７を押圧することにより、カバー１７の取
付枠部１７ｂより露出した刃先１８ａで電線ｗ１１を切断すると同時に、コネクタハウジ
ング１とコネクタカバー１７とがロックする。
【００２１】
上記ロック状態では、上記切断刃１８による電線ｗ１１の切断で、該電線ｗ１１が第１圧
接端子１０と圧接接続した部分と、第２圧接端子１１と圧接接続した部分に分割され、電
線ｗ１１－１とｗ１１－２とに分かれている。また、切断した電線ｗ１１の切断端面は、
上記カバー１７の取付枠部１７ｂの両側面に接触して、これらが接触して通電することを
確実に防止している。
その結果、図４に示すように、電線ｗ１１－１の電線１０に対する中間接続と、電線ｗ１
１－２の電線１２に中間接続が一度の圧接作業で自動的に行うことができる。
【００２２】
図５および図６は上記圧接ジョイントコネクタを用いて、予め仮結束した共用の仮結束ハ
ーネス同士を、所要の電線を接続してアッセイする実施形態を示す。図中、２０は標準回
路システムの第１仮結束ハーネス、２１はオプション回路システムの第２仮結束ハーネス
であり、夫々、電線群ｗの両端にコネクタ２２と２３、２４と２５とを接続しており、電
線群には中間スプライスは形成されておらず、共用の仮結束ハーネスとして予め形成され
ている。
【００２３】
上記仮結束ハーネス２０と２１とを本結束する場合、図６に示すように、布線図板２６上
に立設した治具２７、２８に仮結束ハーネス２０、２１を通して布線する。上記標準回路
用の第１仮結束ハーネス２０の電線群のうち第１電線ｗ１０と第２ 線ｗ１２とに、オプ
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ション回路用の第２仮結束ハーネス２１の異なる 電線ｗ１１を中間接続する必要があ
るため、上記電線ｗ１０とｗ１２および第２仮結束ハーネス２１の１本の第１電線ｗ１１
とを取り出して、図１乃至図３に示す圧接ジョイントコネクタ３０を用いて圧接接続する
。該圧接接続により、 電線ｗ１１は分割され、分割された電線ｗ１１－１と、１１ｗ
－２とは夫々標準回路用仮結束ハーネス２０の電線ｗ１０とｗ１２とに中間接続される。
【００２４】
尚、本発明は上記実施形態に限定されず、図７に示すように各圧接端子の圧接刃部は２個
以上として、１つの圧接端子４０では、例えばオプション回路側の電線ｗ２０とｗ２１の
一方分割部と標準回路用の電線ｗ２２とを圧接接続し、他の圧接端子４０では電線ｗ２０
とｗ２１の他方分割部と標準回路用の電線ｗ２３とを圧接接続してもよい。さらに、図８
に示すように、圧接ジョイントコネクタのコネクタハウジング内において、図４に示す２
本の電線に１本の電線を切断分割して圧接接続する構成のものを、電線挿通方向Ｘと直交
方向Ｙに２個以上設置してもよいことは言うまでもない。
【００２５】
【発明の効果】
以上の説明より明らかなように、本発明の圧接ジョイントコネクタを用いたワイヤハーネ
スでは、圧接ジョイントコネクタが、異なる圧接端子に１本の電線を２カ所で圧接接続し
、これら２カ所の圧接接続部の間の位置で切断して電線を分割しているため、これら分割
された電線を他の電線に中間接続した分岐回路を自動的に形成することができる。このよ
うに、分岐回路をスプライスによらずに圧接ジョイントコネクタを用いて自動形成するこ
とができるため、従来のジョイントコネクタを取り付けた仮結束ハーネスに他の仮結束ハ
ーネスに設けた端子を後入れして分岐回路を形成する必要がなくなる。すなわち、スプラ
イス工程および端子の後入れ工程をなくし、圧接ジョイントコネクタによる圧接作業だけ
で分岐回路を形成することが可能となる。その結果、電線群の両端をコネクタに接続した
だけの仮結束ハーネスを設けておくだけでよく、仮結束ハーネスの共用化を図ることがで
きる。
【００２６】
また、上記予め形成されている仮結束ハーネスのうちから、必要な仮結束ハーネスを集め
て本結束する際、所要の回路の接続を圧接ジョイントコネクタを用いて自動的に行えるた
め、本結束作業の自動化を促進できる。よって、ワイヤハーネスの組立を能率良く行え、
生産性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に用いる圧接ジョイントコネクタの実施形態を示す分解斜視図である。
【図２】図１の圧接ジョイントコネクタの要部斜視図である。
【図３】（Ａ）は図１の圧接ジョイントコネクタの断面図、（Ｂ）は（Ａ）の中央断面図
である。
【図４】図１の圧接ジョイントコネクタによるワイヤハーネスの接続構造を示す概略図で
ある。
【図５】本発明の圧接ジョイントコネクタを用いて結束されたワイヤハーネスの概略図で
ある。
【図６】図５のワイヤハーネスの組立工程を示す概略図である。
【図７】圧接ジョイントコネクタの他の実施形態を示す概略図である。
【図８】圧接ジョイントコネクタの他の実施形態を示す概略図である。
【図９】従来例を示す概略図である。
【図１０】他の従来例を示す概略図である。
【符号の説明】
１　コネクタハウジング
２、３　電線挿通用開口
１０　第１圧接端子
１１　第２圧接端子
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１０ｄ、１０ｆ、１１ｄ、１１ｆ　第１圧接刃部
１０ｅ、１０ｇ、１１ｅ、１１ｇ　第２圧接刃部
１７　コネクタカバー
１８　切断刃
２０　標準回路用の仮結束ハーネス
２１　オプション回路用の仮結束ハーネス
ｗ１０，ｗ１１、ｗ１２　電線

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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